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現
職
と
OB
の
交
流
を
メ
イ
ン

に
各
県
持
ち
回
り
の
「
四
国
連

携
委
員
会
（
以
下
連
携
委
）」
が
、

二
月
二
十
三
日（
金
）高
知
の
宇

佐
町
土
佐
龍
温
泉
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
連
携
委
は
、
昨
秋
の

衆
院
解
散
総
選
挙
で
四
分
裂
し

た
民
進
党
を「
今
後
ど
う
し
て
い

く
か
」が
大
き
な
政
治
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
現
状
を
受
け
、
こ

の
課
題
に
大
半
の
議
論
を
費
や

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
Ｎ
労
吉
成
総
支
部
委

員
長
よ
り
、
連
合
や
Ｎ
労
か
ら

見
た
現
時
点
の
情
勢
と
展
望
に

つ
い
て
問
題
提
起
を
受
け
議
論

に…

。
各
県
ご
と
の
特
徴
的
な

動
向
を
報
告
す
る
中
で
「
現
状

の
ま
ま
で
は
、
安
倍
亡
国
内
閣

を
利
す
る
だ
け
」「
野
党
結
集
に

向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た

状
況
で
本
気
に
な
っ
て
の
努
力

が
必
要
」
で
一
致
し
活
動
強
化

を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

会
員
拡
大
の
取
組
み
や
中
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
向
け
て
若

干
の
意
思
疎
通
を
図
り
会
議
は

無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

　

夜
は
、
広
田
一
・
武
内
則
男

両
衆
院
議
員
の
代
理
と
し
て
溝

渕
・
田
所
両
秘
書
を
交
え
大
い

に
歓
談
を
尽
く
し
閉
会
し
ま
し

た
。〈
弘
田
和
幸
〉

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
年
度
末
で
退
職
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
今
後
と
も

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
」
に

結
集
し
共
に
支
え
あ
っ
て
い
く

こ
と
を
呼
び
か
け
る
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
懇
親
会
」
が
二
月
二
日（
金
）

三
翠
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
連
森
下
事
務
局
長
の
司

会
で
開
会
、
山
岡
グ
ル
連
会
長
・

國
弘
退
職
者
の
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
弘
田
退
職
者
の
会

事
務
局
長
よ
り
退
職
者
の
会
の

歴
史
・
現
状
・
メ
リ
ッ
ト
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、

杉
山
電
通
共
済
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

推
進
部
長
か
ら
退
職
後
の
電
通

共
済
利
用
の
あ
ら
ま
し
と
継
続

利
用
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
会
の
川
崎
書
記
よ

り
具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
書
類
の
記
入
を

し
な
が
ら
、
様
々
な
質
問
も
受

け
説
明
会
は
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昼
食
を
共
に
し
「
ろ
う

き
ん
」か
ら
の
年
金
受
け
取
り
の
金

融
機
関
へ
の
指
定
の
要
請
等
が
あ
っ

て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
弘
田
和
幸
〉

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
年
度
末
で
退
職
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
今
後
と
も

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
」
に

結
集
し
共
に
支
え
あ
っ
て
い
く

こ
と
を
呼
び
か
け
る
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
懇
親
会
」
が
二
月
二
日（
金
）

三
翠
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
連
森
下
事
務
局
長
の
司

会
で
開
会
、
山
岡
グ
ル
連
会
長
・

國
弘
退
職
者
の
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
弘
田
退
職
者
の
会

事
務
局
長
よ
り
退
職
者
の
会
の

歴
史
・
現
状
・
メ
リ
ッ
ト
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
次
に
、

杉
山
電
通
共
済
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

推
進
部
長
か
ら
退
職
後
の
電
通

共
済
利
用
の
あ
ら
ま
し
と
継
続

利
用
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
会
の
川
崎
書
記
よ

り
具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
書
類
の
記
入
を

し
な
が
ら
、
様
々
な
質
問
も
受

け
説
明
会
は
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昼
食
を
共
に
し
「
ろ
う

き
ん
」か
ら
の
年
金
受
け
取
り
の
金

融
機
関
へ
の
指
定
の
要
請
等
が
あ
っ

て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
弘
田
和
幸
〉

　

第
三
十
三
回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
四

国
総
支
部
委
員
会
が
、
二
月
八

日
（
木
）愛
媛
県
勤
労
会
館
で
、

各
県
分
会
委
員
及
び
四
国
総
支

部
役
員
な
ら
び
に
特
別
代
議
員

の
各
県
退
職
者
の
会
会
長
な
ど

合
わ
せ
て
四
十
六
人
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
吉
成
委
員
長
は
今
春

闘
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ

こ
五
年
余
り
安
倍
政
権
下
で
官

制
春
闘
の
感
が
あ
る
。
本
来
春

闘
は
労
使
自
治
が
原
則
で
あ
る
。

同
一
労
働
、
同
一
賃
金
要
求
の

実
現
等
に
取
り
組
む
。
三
月
上

旬
の
山
場
に
向
け
、
ス
ト
批
准

一
票
投
票
の
貫
徹
に
取
り
組
む
、

又
来
春
の
統
一
自
治
体
選
挙
や

来
夏
の
参
議
院
選
挙
を
闘
う
た

め
に
は
、
野
党
の
結
集
が
必
須

で
あ
る
等
の
所
見
を
述
べ
た
。

　

次
に
今
年
松
山
市
議
選
が
四

月
二
十
二
日（
日
）に
予
定
さ
れ

て
い
る
。
組
織
内
の「
渡
部　

昭
」

市
議
は
、
組
織
を
挙
げ
て
応
援

す
る
と
い
う
熱
い
エ
ー
ル
を
受

け
た
後
、
全
力
で
四
期
目
に
挑

戦
す
る
と
決
意
表
明
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
徳
島
分
会

の
岡
本
委
員
を
選
出
し
、
中
央

委
員
会
や
西
本
部
委
員
会
に
臨

む
四
国
総
支
部
と
し
て
の
態
度

を
決
定
す
る
論
議
が
さ
れ
、
各

県
よ
り
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
特
に
、
社
員
の
高
齢
化
に

伴
う
退
職
者
増
に
対
す
る
、
後

補
充
が
な
い
事
へ
の
不
安
や
今

後
の
人
材
育
成
等
、
会
社
の
考

え
方
を
確
認
す
る
よ
う
総
支
部

に
対
し
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
出
さ
れ
た
意
見
を

参
考
に
四
国
総
支
部
と
し
て
の

態
度
が
決
定
さ
れ
、
各
委
員
会

へ
望
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

 　
　
　
　
　
　

  〈
國
弘　

昭
〉

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
、
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
、
三

月
八
日
〜
九
日
岡
山
市
の
メ
ル
パ

ル
ク
岡
山
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議

に
は
各
県
支
部
協
の
会
長
・
事
務

局
長
と
中
央
協
な
ら
び
に
電
通
共

済
生
協
等
関
連
団
体
役
員
が
参
加

し
た
。

　

一
日
目
は
、
中
央
協
上
野
副
会

長
が
、
現
在
国
会
で
働
き
方
改
革

が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
裁
量
労
働

制
は
削
除
さ
れ
た
が
、
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
は
残
さ
れ

て
い
る
。
現
役
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
。
社
会
保
障
制
度
の
支
え
手

の
現
役
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
作
る
こ
と
が
、
我
々
高
齢
者
に

も
関
連
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

安
倍
政
権
の
憲
法
改
正
問
題
に

つ
い
て
も
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。
政
治
状
況
で
は
、
民
進
党
が

四
つ
に
分
か
れ
た
。
連
合
は
、
共

産
党
を
除
く
五
党
と
「
連
合

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
再
結
集
を
図
り

た
い
考
え
で
あ
る
。
来
年
の
参
議

院
選
挙
に
向
け
、
行
動
を
強
め
た

い
。
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
総
支
部
：
大
本

委
員
長
よ
り
、
今
次
春
闘
へ
の
決

意
、
関
連
福
祉
団
体
よ
り
、
挨
拶

や
事
業
内
容
の
説
明
が
あ
り
、
続

い
て
、
各
県
支
部
協
の
活
動
が
報

告
さ
れ
、
意
見
を
交
換
し
た
。

　

二
日
目
は
、
川
辺
事
務
局
長

よ
り
政
治
状
況
と
今
後
の
対
応

及
び
、
参
議
院
選
挙
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
提
言
が
あ
り
、

吉
川
さ
お
り
議
員
の
所
属
政
党

に
つ
い
て
、
比
例
区
は
無
所
属

で
は
出
馬
で
き
な
い
の
で
五
月

末
の
支
部
協
代
表
者
会
議
ま
で

に
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
等
の
報

告
提
案
が
あ
っ
た
。〈
國
弘　

昭
〉

―

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会―

―

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会―

退
職
者
の
会
へ
の
加
入
要
請

退
職
者
の
会
へ
の
加
入
要
請

四
国
総
支
部
委
員
会 

開
催

四
国
総
支
部
委
員
会 

開
催

野
党
再
結
集
に
　
　
を

野
党
再
結
集
に
　
　
を

全
力
全
力

四
国
連
携
委
員
会
で
確
認

吉
川
さ
お
り
所
属
政
党
は
、五
月
末
ま
で
に

◆
中
・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
◆
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最
後
に
元
気
よ
く
小
学
生
全
員

に
よ
る
合
唱
で
式
典
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。
式
典
後
は
33
種
類
の

具
材
の
入
っ
た
33（
さ
ん
さ
ん
）

鍋
が
振
る
舞
わ
れ
、
美
味
し
く
頂

き
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
も
開

か
れ
テ
ン
ト
の
前
は
人
集
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

一
度
壊
し
た
環
境
を
取
り
戻
す

に
は
、
多
大
な
代
価
と
時
間
が
必

要
で
、
自
然
・
環
境
を
守
る
こ
と

が
如
何
に
大
切
で
重
要
で
あ
る
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
し
た
。　
　
　
〈
関
田
啓
二
〉

　

次
に
、
昭
和
、
江
陽
小
学
校
の

３
年
生
の
作
っ
た
江
ノ
口
川
に
つ

い
て
の
標
語
、「
も
ど
そ
う
よ
昔

み
た
い
な
江
ノ
口
川
」
昭
和
小
学

校
３
年
１
組
、「
作
ろ
う
よ
ダ
イ

ヤ
の
よ
う
に
光
る
川
」
江
陽
小
学

校
３
年
２
組
、「
未
来
ま
で
支
え

続
け
よ
う
江
ノ
口
川
」
昭
和
小
学

校
３
年
２
組
、「
お
魚
が
大
す
き

に
な
る
江
ノ
口
川
」
昭
和
小
学
校

３
年
３
組
、
の
大
き
な
声
で
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。《
大
人
が
壊

し
た
環
境
に
対
す
る
子
供
た
ち
の

思
い
を
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。》

　

３
月
３
日（
土
）午
前
十
時
か
ら

一
文
橋
公
園
で
第
二
十
八
回
地
球

33
番
地
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
國
弘
会

長
を
は
じ
め
十
四
人
の
仲
間
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

暖
か
な
春
の
日
差
し
の
な
か
33

番
地
周
辺
の
清
掃
を
33
分
間
行

い
、
式
典
に
入
り
ま
し
た
。
宮
田

実
行
委
員
長
よ
り
江
ノ
口
川
を
清

流
に
し
た
い
と
の
故
坂
本
高
知
市

長
の
切
な
る
思
い
を
紹
介
、「
生

コ
ン
事
件
か
ら
四
十
七
年
が
経
過

し
、
よ
う
や
く
江
ノ
口
川
が
よ
み

が
え
り
つ
つ
あ
る
。
鯉
や
水
鳥
が

生
息
出
来
る
様
に
な
る
ま
で
、
約

半
世
紀
も
か
か
っ
た
。
ま
た
３
月

３
日
を
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
日

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨

拶
に
引
き
続
き
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
高
村
会
長
か
ら
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
修
復
工
事
な
ど
の
活
動
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

第17回連合高知囲碁・将棋大会について

○日　　時　　2018年 5月13日（日）午前9:00～
○場　　所　　高知市勤労者福祉交流館2階 和室（クンペル高知内）
　　　　　　　高知市丸池町1－1－14
　　　　　　　☎ 088－883－2224
○出場資格　　連合高知組合員及びOB・OG、退職者会員とする
　　　　　　　　・団体チーム（3人）
　　　　　　　　・個人戦
　　　　　　　　・団体、個人戦の重複参加は認めない
○申 込 み　　4月24日までに高知県支部協へ連絡願います。
　　　　　　　支部協で取りまとめ、連合高知（4 月 27 日
　　　　　　　締め切り）へ申し込みます。

参加費は支部協が負担します。
　　　　　　　※詳細については、支部協にお問い合わせください。
　　　　　　　☎ 088－821－3800

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
〈
弘
田
和
幸
〉

　

四
万
十
市
議
会
議
員
選
挙

が
四
月
八
日（
日
）告
示
、
十

五
日（
日
）投
開
票
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

情
報
労
連
は
前
回
選
挙
に

引
き
続
き
「
垣
内
た
か
ふ
み
」

君
を
推
薦
し
て
戦
う
こ
と
を

二
月
二
十
日
（
火
）に
決
定
し

ま
し
た
。二
十
議
席
を
め
ぐ
っ

て
の
少
数
激
戦
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、「
現
・
退
一
致
」

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度（２

０
１
７
年
12
月
〜
２
０
１
８
年
２
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度（２

０
１
７
年
11
月
〜
２
０
１
８
年
２
月
）

お ね が いお ね が い

☎８２１－３８００

会員がお亡くなりになった
ときは事務局へご一報を

お願いします

☎８２１－３８００

会員がお亡くなりになった
ときは事務局へご一報を

お願いします

地
球
33
番
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
球
33
番
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

故
坂
本
高
知
市
長
の
切
な
る
思
い
と
は

二
月
二
十
日（
火
）　
情
報
労
連
が
決
定

二
月
二
十
日（
火
）　
情
報
労
連
が
決
定

四
万
十
市
議
選

四
万
十
市
議
選

垣
内
た
か
ふ
み
君
　 

推
薦

垣
内
た
か
ふ
み
君
　 

推
薦

垣
内
た
か
ふ
み
君
　 

推
薦

をを

垣
内
た
か
ふ
み
君
　 

推
薦

福　

井　

一　

広 

様

宮　

崎　

文　

男 

様

柳　

川　

幸　

男 

様

杉　

本　

富
士
男 

様

２
月　

浜　

田　

静　

恵 

様

森　

下　

雅　

文 

様

山　

中　

健　

輝 

様

金　

子　

浩　

子 

様

中　

川　
　
　

明 

様

徳　

能　

行　

成 

様

石　

黒　

歳　

秋 

様

山　

本　

俊　

彦 

様

１
月　

乾　
　
　

香
江
子 

様

川　

田　

和　

生 

様

関　

田　

啓　

二 

様

弘　

田　

賀　

宏 

様

片　

岡　

保　

明 

様

石　

川　

桂　

子 

様

田　

中　

冨　

代 

様

深　

田　

正　

三 

様

森　
　
　

章　

子 

様

田　

所　

美
恵
子 

様

岡　

崎　

倫　

代 

様

川　

上　

直　

保 

様

遠　

藤　

豊　

子 

様

２
月　

武　

井　

啓　

平 

様

窪　

内　

三
笑
子 

様

松　

田　

妙　

子 

様

土　

居　

和　

彦 

様

☆
古
希
（
20
件
）

12
月　

佐　

伯　

有　

信 

様

笹　

岡　

當　

實 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
５
件
）

１
月　

弘　

瀬　

和　

子 

様

上　

島　

正　

男 

様

前　

田　
　
　

直 

様

林　
　
　

鶴　

幸 

様

２
月　

嶋　

崎　
　
　

猛 

様

☆
喜
寿
（
17
件
）

12
月　

横　

山　

幸　

代 

様

岡　

村　

麗　

子 

様

田　

上　
　
　

実 

様

中　

平　

博　

和 

様

沢　

田　

要　

子 

様

１
月　

矢　

野　

康　

子 

様

◇
火
災
共
済

１
月（
１
件
）
１
，９
２
４
万
７
，０
０
０
円

◇
生
命
共
済

１
月（
２
件
）
200
万
円

◇
自
然
災
害
共
済

10
月（
１
件
）
８
万
２
，２
２
５
円

11
月（
６
件
）
129
万
８
，０
０
０
円

12
月（
16
件
）
448
万
５
，２
０
０
円

１
月（
３
件
）
132
万
４
，７
８
６
円

２
月（
３
件
）
139
万
４
，５
０
０
円

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
８
件
）

11
月　

下　

山　

慶　

子 

様

12
月　

山　

本　

澄　

代 

様

植　

田　

秀　

美 

様

１
月　

林　
　
　

鶴　

幸 

様

公　

文　

照　

之 

様

２
月　

竹　

内　

富　

弘 

様

楠　

瀬　

雪　

恵 

様

西　

内　

和　

子 

様

★
配
偶
者
死
亡
（
４
件
）

12
月　

清　

水　

政　

秀 

様

田　

村　

輝　

雄 

様

２
月　

泉　
　
　
　
　

陽 

様

矢　

野　

美　

喜 

様

◇
交
通
災
害
共
済

12
月（
１
件
）
３
万
８
，４
０
０
円

１
月（
１
件
）
91
万
６
，１
０
９
円

２
月（
７
件
）
103
万
５
，５
０
０
円

橋　

田　

豪　

夫 

様

浜　

田　

典　

子 

様

弘　

畑　

み
つ
る 

様

寺　

内　

智
津
子 

様

清　

水　

八
重
子 

様

杉　

本　

生　

子 

様

小　

川　

憲　

一  

様

お
祝
い

☆
金
婚
（
13
件
）

12
月　

津　

田　

建　

二 

様

野　

島　

愛　

子 

様

１
月　

岡　

本　

綾　

子 

様

田　

村　

エ
ミ
子 

様

前　

田　

光　

政 

様

２
月　

明　

坂　

久　

子 

様
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あ
る
広
場
で
、「
星
羅
四
万
十
」

の
昼
食
を
予
約
し
、
良
心
市
で
ほ

と
ん
ど
の
人
が
ゆ
ず
を
買
っ
て
、

西
土
佐
を
目
指
し
ま
す
。
口
屋
内

か
ら
も
道
の
狭
い
所
も
あ
り
ま
し

た
が
車
は
、
快
適
に
進
ん
で
行
き

ま
し
た
。「
星
羅
四
万
十
」
で
は

好
み
の
ラ
ン
チ
を
注
文
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
文
化
研
修
に
JR

江
川
崎
駅
を
見
学
し
よ
う
と
い
う

提
案
が
あ
り
、
道
の
駅
「
よ
っ
て

西
土
佐
」
で
見
物
と
買
い
物
を
し

て
、
JR
江
川
崎
駅
を
見
て
回
り
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。
岩
間
で
は
、

警
備
員
さ
ん
か
ら
沈
下
橋
へ
迂
回

す
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
沈
下
橋
を

渡
り
ま
し
た
。
四
日
後
、
沈
下
橋

が
沈
ん
だ
ニ
ュ
ー
ス
が
出
て
、
あ

の
「
か
わ
ら
っ
こ
」
で
落
ち
合
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ト
イ
レ
休
憩

を
し
て
い
る
と
、
中
村
経
由
組
が

す
ぐ
に
追
い
つ
き
合
流
し
、
四
万

十
川
を
さ
か
の
ぼ
り
口
屋
内
か
ら

支
流
の
黒
尊
川
沿
い
に
。

　

黒
尊
川
の
水
は
一
段
と
き
れ
い

で
、川
沿
い
と
山
の
中
に
ポ
ツ
ン
、

ポ
ツ
ン
と
紅
葉
し
て
い
る
も
み
じ

の
木
を
見
な
が
ら
、
狭
い
道
も
平

日
な
の
で
行
き
違
い
も
少
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
行
け
ま
し
た
。
見
ご
ろ

は
も
う
少
し
先
と
聞
い
て
い
ま
し

た
が
目
的
地
、
神
殿
橋
も
ま
ず
ま

ず
の
紅
葉
で
赤
、
黄
、
緑
、
と
色

付
い
た
木
々
が
あ
り
、
新
鮮
な
感

覚
に
包
ま
れ
、
し
ば
ら
く
景
色
に

見
と
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
お

客
さ
ん
も
ぼ
ち
ぼ
ち
来
て
い
て
、

知
ら
な
い
人
に
全
員
の
記
念
写
真

を
こ
こ
ろ
よ
く
撮
っ
て
も
ら
い
、

西
土
佐
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

   

弁
当
を
持
っ
て
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
少
し
下
流
の
ト
イ
レ
の

　

今
年
の
文
化
研
修
旅
行
は
「
黒

尊
の
紅
葉
狩
り
」と
道
の
駅「
よ
っ

て
西
土
佐
」
の
見
学
と
買
い
物
で

す
。
十
一
月
九
日（
木
）、
秋
晴
れ

に
恵
ま
れ
て
、
文
教
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
に
十
四
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
会
長
挨
拶
の
後
、
文
化
部
の

川
田
副
会
長
、
福
島
佐
代
子
さ
ん

か
ら
日
程
と
四
台
の
車
に
分
乗
し

て
行
こ
う
と
の
説
明
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
車
に
乗
り
込
ん
で
出
発

し
ま
し
た
。

　

有
岡
か
ら
川
登
、
口
屋
内
を
経

由
し
て
黒
尊
に
行
く
こ
と
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
田
で
佐
代
ち
ゃ

ん
が
運
転
、
女
性
四
人
が
乗
っ
た

車
が
何
故
か
高
速
道
路
の
方
に
行

き
ま
し
た
。
多
分
、
お
し
ゃ
べ
り

に
夢
中
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

有
岡
で
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、

携
帯
電
話
で
連
絡
が
付
き
、
川
登

の
時
沈
ん
だ
ら
お
お
ご
と
や
っ
た

と
大
騒
ぎ
し
ま
し
た
。

   

宿
毛
に
は
少
し
時
間
は
オ
ー

バ
ー
し
ま
し
た
が
無
事
到
着
、
会

長
か
ら
「
次
は
忘
年
会
で
会
い
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
解
散
し

ま
し
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
〈
上
村
正
臣
〉

　

室
戸
OB
会
は
年
間
行
事
の
一
つ

に
春
と
秋
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
が

あ
り
ま
す
。
秋
は
色
々
な
事
情
が

あ
っ
て
都
合
が
つ
か
ず
、
一
月
に

ず
れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
『
冬
は
雨
が
降
る
と
良
い
天
気

が
五
日
ほ
ど
続
か
な
い
と
土
が
乾

か
な
い
』
と
い
う
事
で
し
た
が
、

雨
後
の
四
日
目
、
正
月
二
十
一
日

（
日
）、
全
員
が
芋
畑
の
あ
る
西
山

台
地
へ
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
参

加
者
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
畑

も
乾
い
て
、
日
差
し
も
暖
か
く
穏

や
か
な
お
天
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

芋
は
、
掘
り
や
す
い
よ
う
に
藤

戸
さ
ん
が
下
準
備
を
済
ま
せ
て
い

ま
す
。そ
れ
を
全
員
で
収
穫
し
て
、

コ
ン
テ
ナ
に
乗
せ
て
倉
庫
の
前
ま

で
運
ぶ
と
、
今
度
は
、
ポ
ン
カ
ン

の
差
し
入
れ
で
す
。
そ
の
お
い
し

か
っ
た
こ
と
。
皆
で
喜
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
収
穫
し
た
ば

か
り
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
重
さ
を
量

り
、
各
々
が
袋
に
詰
め
帰
り
支
度

を
し
ま
し
た
。

　

次
は
昼
食
が
待
っ
て
い
ま
す
。

春
は
山
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
す

が
、
秋
は
寒
い
の
で
山
を
下
り
、

道
の
駅
・
キ
ラ
メ
ッ
セ
で
い
た
だ

く
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

男
性
軍
は
、午
後
の
予
定
が
あ
り
、

女
性
ば
か
り
の
食
事
と
な
り
ま
し

た
が
、
話
が
弾
み
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
十
人
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
が
、次
は
春
ジ
ャ
ガ
で
す
。

田
畑
の
広
が
る
西
山
台
地
と
雄
大

な
太
平
洋
を
眺
め
な
が
ら
の
お
弁

当
を
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
〈
初
田　

幸
〉

ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会

〒780－0841
高知市帯屋町2－5－11
☎088－821－3800

FAX 088－873－3313
URL http://nttobkochi.sakura.ne.jp
E－mail taisyoku－kochi@air. ocn. ne. jp

〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）

○マイカー共済
○車両共済
○自賠責共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

●マイカー共済コールセンター
　電　話　０１２０－３０９－０２８
●自賠責共済専用ダイヤル
　電　話　０１２０－３０９－０４８
　受付時間　９：００～１７：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協

○情報労連の職場を退職し、退職組合員
　のみに加入された方の各種共済
○まもるくん

電　話　０１２０－１４１－１７５
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く

ユアサポート株式会社

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

地
域
だ
よ
り

地
域
だ
よ
り

太
平
洋
を

　
　
眼
下
に
一
汗

太
平
洋
を

　
　
眼
下
に
一
汗

室
戸
OB
会

室
戸
OB
会

黒
尊
と
西
土
佐
の
旅

黒
尊
と
西
土
佐
の
旅

宿
毛・大
月
OB
会

宿
毛・大
月
OB
会
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今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

　

こ
の
老
人
に
は
、
冬
の
寒
さ
が

身
に
応
え
ま
す
が
、
皆
様
お
変
わ

り
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

退
職
し
て
、
は
や
十
四
年
経
ち

ま
し
た
。
採
用
は
、
高
知
電
話
局

を
ス
タ
ー
ト
に
、
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ

ン
グ
ア
ク
ト
ま
で
、
三
十
八
年
間

忙
し
く
駆
け
巡
り
、
や
っ
と
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

計
算
す
る
と
、
年
齢
の
約
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
弱
を
会
社
で
過
ご
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
諸
先
輩
と

共
に
仕
事
を
し
た
こ
と
や
、「
吾

平
」
で
飲
ん
で
語
っ
た
昔
を
し
み

じ
み
と
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

　

現
役
当
時
か
ら
小
生
は
無
芸
・

無
趣
味
で
、
今
も
こ
れ
と
言
っ
て

変
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
回
、
二

〜
三
泊
の
旅
行
が
楽
し
み
で
、
今

年
は
ど
こ
に
行
く
の
か
、
悩
ん
で

い
ま
す
。
旅
行
と
言
っ
て
も
、
荷

物
持
ち
が
私
の
役
目
で
す
が…

。

　

そ
の
ポ
ー
タ
ー
も
こ
の
と
こ
ろ

足
が
弱
く
な
り
、
も
っ
と
運
動
を

し
て
体
力
を
付
け
よ
う
と
目
標
を

設
定
し
ま
し
た
。「
歩
き
」が
楽
で
、

手
っ
取
り
早
い
運
動
と
考
え
て
、

イ
オ
ン
内
を
南
北
二
往
復
し
て
体

を
鍛
え
て
い
ま
す
。

て
い
る
私
。
い
つ
か
跡
形
も
な
く

忘
れ
去
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な

い
が
、
ま
だ
ま
だ
記
憶
の
か
け
ら

の
中
で
ぼ
う
っ
と
か
す
ん
で
見
え

る
、
長
く
て
大
き
な
彗
星
の
し
っ

ぽ
。
皆
さ
ん
「
池
谷
・
関
彗
星
」

を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に

イ
オ
ン
内
を
徘
徊

匿
名
さ
ん

（
高
知
市
）

　

今
年
の
正
月
は
暖
か
く
て
良

か
っ
た
で
す
ネ
。
で
も
そ
の
後
は

暖
か
い
日
、
寒
い
日
と
、
変
化
し
、

「
二
月
堂
の
お
水
取
り
の
日
」
を

記
憶
の
か
け
ら山本

　
宣
子

（
室
戸
市
）

　

つ
い
に
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入

り
を
し
た
。
幾
十
年
も
の
間
に
人

の
心
に
刻
み
つ
い
た
様
々
な
記
憶

も
、
年
齢
と
と
も
に
、
時
間
の
裂

け
目
に
落
ち
込
ん
で
行
く
の
だ
ろ

う
か
。

　

今
残
像
の
よ
う
に
目
に
焼
き
付

い
て
離
れ
よ
う
と
し
な
い
光
景
が

あ
る
。そ
れ
は
、「
池
谷・関
彗
星
」。

昭
和
四
十
年
、
池
谷
さ
ん
と
芸
西

天
文
台
の
関
さ
ん
が
発
見
し
命
名

さ
れ
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
星
の

こ
と
。
明
け
方
、
東
の
方
角
を
眺

め
る
と
、
彗
星
は
空
の
て
っ
ぺ
ん

か
ら
滝
が
な
だ
れ
落
ち
る
よ
う
に

山
の
端
に
ぼ
う
っ
と
う
る
ん
で
巨

大
な
長
い
尾
を
引
い
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
ほ
う
き
星
が
現
れ
る

都
度
、
あ
の
途
方
も
な
く
大
き
い

星
の
話
を
す
る
が
誰
も
覚
え
て
い

な
い
と
言
う
。
自
分
も
夢
か
現
実

な
の
か
あ
や
ふ
や
に
な
っ
て
来
た

頃
、
高
知
新
聞
の
コ
ラ
ム
が
目
に

入
っ
た
。
宿
毛
の
理
容
師
さ
ん
が

「
池
谷
・
関
彗
星
」
を
一
目
見
よ

う
と
友
達
の
バ
イ
ク
の
背
に
乗

り
、
下
田
港
ま
で
出
か
け
「
お
っ

と
ろ
し
ゃ
太
い
ね
や
！
」
と
仰
天

し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

や
は
り
夢
で
は
な
か
っ
た
。
私

は
詩
に
嬉
し
さ
を
詠
ん
で
新
聞
に

投
稿
し
た
。
記
憶
と
い
う
タ
イ
ト

ル
を
つ
け
て
。
紙
面
に
載
っ
た
の

は
名
前
だ
け
だ
っ
た
が
、
佳
作
に

入
賞
し
た
。
散
髪
屋
さ
ん
あ
り
が

と
う
。

　

あ
れ
か
ら
五
十
年
。
物
が
無
い

と
そ
こ
や
か
し
こ
を
探
し
あ
ぐ
ね

　

退
職
後
、一
番
思
う
こ
と
は「
健

康
」
で
す
。
若
い
時
は
、
病
気
と

は
縁
遠
い
生
活
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
退
職
前
か
ら
病
院
と
仲
良
し

に
な
り
、
今
は
色
々
な
サ
イ
ク
ル

で
呼
び
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
ホ
ッ
プ
」「
ス
テ
ッ

プ
」「
ジ
ャ
ン
プ
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
リ
ズ
ム
」「
タ
イ
ミ
ン

グ
」「
バ
ラ
ン
ス
」
を
守
り
、日
々

の
生
活
を
元
気
で
暮
ら
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、皆
様
も
一
に
健
康
、二
に

健
康
、
三
・
四
が
な
く
て
、
五
も

健
康
な
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

喜 哀
　日本の人口は年々減少し、超少子高齢化社会に突入しました。2025年には

65歳以上の人口が 3,657万人となり、総人口の３割を超えると予想されてい

ます。

　とりわけ、高齢者や低所得者など生活弱者に安心・安全・希望の持てる社会保障

制度が求められています。

　しかし、政府、厚労省は、生活保護支給額のうち食費や光熱費など生活費相当分を、

３年で最大５％引き下げる案を発表しました。これでは、日本の社会保障制度は、

限りなく後退し、高齢者、低所得者の生活は成

り立たなくなります。生活保護基準の引き下げ

に反対し、国民が健康で文化的な最低限の生活

ができ、誰もが安心して暮らせる社会を実現し

たいものです。　　　　　　〈副会長　吉川　都〉

怒 楽 第35回

誰もが安心して暮らせる社会に

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー

誌面で伝える
　あんなコト、
　　こんなコト

…
誌面で伝える
　あんなコト、
　　こんなコト

…

「アア、桑原・桑原」
　ハガキが届いた。法務省管轄支局民間訴訟告知管理センターから
「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」とある。訴状が提出
され、放置すれば、財産を差し押さえると脅し文句が並べられ、親
切心からか訴訟取り下げの相談に乗ると書いてある。
　念のため組織名をググってみた。法務省や地方自治体のホーム
ページに「架空請求に注意」の警告がズラッと出てきた。アア、桑原・
桑原。皆さん架空請求に注意、記載の電話番号には決して連絡しな
いように。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈吉川忠興〉

「 下 足 番 」 epⅡ
　相変わらず孫二人の足元の面倒をみている。
　小五の男の孫が赤い靴が好きで、洗う際履き替えさせると決まっ
て赤いのを履いていく。
　保育園のころ、たまには赤もいいだろうと履かせてみると結構
似合っていて、以来一足は赤を用意した。本人は全く違和感がな
い様子で、今では赤系が多くなった。
　小学入学前にランドセルを買いに行ったとき、店に入るまでは
「俺は赤がいい」と言っていたが、彼が選んだのは黒だった。とこ
ろがよく見ると両サイドにはちゃんと赤のラインが入っていた。
　彼は今日も赤い靴とそのランドセルを背負って元気に登校して
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈松本増男〉

　

「君たちは、どう生きるか」
　私は今、漫画「君たちは、どう生きるか」（原作：吉野源三郎）
に挑戦しています。高知新聞に載っていたので読む気になりました。
　池上彰氏が「輝きは色褪せない。今も読み継がれるべき永遠の名
作」と心から感動し、人生を決めた一冊だと紹介しています。
　「生産関係」、「地動説」、「貧乏ということについて」のくだりは
多いに考えさせられる作品だと思います。たかが漫画と侮るなかれ。
三百三十九ページの力作ですよ。　　　　　　　　　　〈岩崎晃三〉

「 地 球 が 壊 れ て い く 」
　今冬、福井では記録的な大雪で、車の立ち往生が数日続いた。
高知でも強い寒気と雪雲が入り込み、目覚めると一面の銀世界。
市内ではスリップ事故が相次いだ。
　地球温暖化の影響で強力な台風や豪雨による洪水被害、熱中症
患者の増加、農作物への被害等、生活への悪影響は甚大である。
　地球が壊れていく……。　　　　　　　　　　　　　〈浜田典子〉
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感
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